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Ａ．研究目的 
 近年、中途障害者や難病患者に対す

る就労支援への関心が高まっている。

しかし、企業における中途障害者、難

病患者の就労支援における産業保健

職の関わりや、産業保健職と主治医や、

就労系障害福祉サービス事業所など

の関係機関との連携の実態について

は明らかではない。そこで、本研究で

は、中途障害者、難病患者の就労支援

における、産業保健職と関係機関との

連携の可能性を検討するために、関係

者に対してヒアリング調査を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

ヒアリング調査の対象は、患者団体

2団体、研究者2名、専門医2名、関係

機関として、特例子会社1社、就労移

行支援事業所1社とした。患者団体、

研究者、専門医に対しては、それぞれ

の立場からの職域における就労支援

の状況や、就労支援における産業保健

職の関わりについて質問を行った。特

例子会社（障害者の雇用の促進及び安

定を図るため、事業主が障害者の雇用

に特別の配慮をした子会社のこと）、

就労移行支援事業所に対しては、雇用

管理や就労支援上の具体的な手法に

ついて質問を行った。 
 （倫理面への配慮） 

研究要旨：中途障害者、難病患者の就労支援における、産業保健職と関係

機関との連携の可能性を検討するために、関係者に対してヒアリング調査

を行った。患者団体、研究者、主治医からのヒアリングでは、患者が病気

のことを会社に対して申告できずに潜在化し、職場からの配慮を受けられ

ていないことが明らかになった。特例子会社では、個々の労働者の能力に

応じた「仕事の切り出し」と、徹底したマニュアル化に関する手法が蓄積

されていた。就労移行支援事業所では、個々の労働者の就業能力の評価と、

就業能力開発のための手法が蓄積されていた。中途障害者、難病患者が適

切な就業上の配慮を受けられるようにするためには、患者が、安心して会

社に病気を申告できる職場風土の醸成が必要と考えられた。特例子会社や

就労移行支援事業所には、就業上の配慮を行う上での有用な手法が蓄積さ

れており、その手法を活用した、産業保健職との連携が示唆された。 



 本調査は北里大学医学部倫理委員会
の承認を得て実施した。 

 
 Ｃ．研究結果 
患者団体、研究者、専門医からのヒ

アリングでは、解雇や減給等の就業上

の不利益を心配して、患者が、会社に

病気の申告をしていないために、産業

保健職との関わりを含めて、会社から

の配慮を受けられていない事例があ

った。一方で、患者が、会社に申告を

行った事例で、産業医や人事担当者が

受診に同行して、主治医に就業上の配

慮について意見を求めた事例や、患者

自身が、人事担当者に対して病状につ

いて説明し、配慮を具体的に求め、就

労を継続できた事例があった。特例子

会社では、個々の労働者の能力に応じ

た「仕事の切り出し」と、徹底したマ

ニュアル化に関する手法が蓄積され

ていた。就労移行支援事業所では、

個々の労働者の就業能力の評価と、就

業能力開発のための手法が蓄積され

ていた。 

 
 Ｄ．考察 
   患者が、安心して会社に病気を申
告できる職場風土の醸成が、適切な就

業上の配慮が受けられる上では必要

と考えられた。一方で、産業保健職は、

就業上の配慮を必要とする患者が、職

場に潜在化している可能性があるこ

とに留意する必要があることが示唆

された。また、特例子会社や就労移行

支援事業所には、就業上の配慮を行う

上での有用な手法が蓄積されており、

その手法を活用した、産業保健職との

連携が示唆された。 

 
Ｅ．結論 
 関係機関との連携等、中途障害者、

難病患者の就労支援に対して、産業保

健職はこれまで以上に関心を持つ必

要がある。 

 
Ｆ．健康危険情報 

  該当せず。 
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